







る｡ ｢大学生ダメ論｣ が囁かれ始めた直後から､ このよ
うな現実をいかに受け止めていくのかが議論され､ 一つ
のとらえ方として ｢大学の大衆化｣ という見解があり､























している､ ①学習目的､ 学習習慣､ 学力､ 学習動機など
の諸側面で多様な学生を受け入れざるを得なくなったと
いう ｢多様化｣ や②グローバル化が進行する状況の中で､
日本の ｢学位｣ が国際的に通用する ｢質｣ を保ち､ 知識・
技術面で国際競争力を持つことができるかという ｢質保
証｣ のうち､ ①に焦点をあてて､ 社会福祉系大学におけ
る学生と本学学生との実態を量的調査により把握しその
実態に即した､ 今後の初年時教育に関する仮説を生成す
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その結果､ 社会福祉系学生の支援の課題として､ ①大学類型ごとの評価にかかる客観化､ ② ｢初年次教育｣ の体系
的な取り組みの必要性､ ③ ｢初年次教育｣ の体制並びに教材等方法論の開発､ ④社会福祉系専門職教育としての実践
力の育成方法の再構築､ など多岐にわたる可能性があることが示唆された｡



























































































































(   ％)､ 女子＝   名 (    ) であった｡ また､ 本調
査に回答した本学学生は 年生   名 (男子＝  名､ 女



















































































































































































































る｣ または ｢少しある｣ としており､ 本学への入学動機
とこれまでの学習経験が結びついている可能性を示唆し
ているのに対し､ 本学 年男子では福祉に関する学習経





































































































































































男 子 女 子 合 計
選 択 肢 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
今までの学校とは違う
授業の仕組み
                    
履修科目の選択・登録
方法
                    
ノートのとり方や予習・
復習の進め方
                    
友人の数や交流会の
機会
                    
授業以外の時間の過ご
し方
                   
施設・設備の場所や
利用方法
                   
不安はない                



















表６によると､ 自分の性格を ｢理解している｣ または
｢まあ理解している｣ １年生のうち､ 自分の性格に ｢変
えたいところがある｣ と答えた学生の割合は､    ％に
及んでいる｡ また､ １年生全体をみると､    ％が自分


















































































































































































































































































































































































































































第２位｢自己管理｣､ 第３位 ｢権利意識｣ と順位が変化し






































































































































































































































ている｡ まず ｢対人援助に必要な専門性｣ について表  
から読み取ると､ ｢社会人としての生活力や仕事の熟達｣
が大切であると認識している本学 年生は回答者中約半












安心感を与える人柄｣ や ｢専門的な技術活用能力｣､ ｢利
用者に対する個別対応の能力｣ については 年生と 年
生で際立った相違は認められない｡ その一方で､ ｢利用
者などに対する理解力｣ や ｢専門的な知識活用能力｣ の
大切さを 年生より 年生   以上の者が大切さを認識
していることに着目しておきたい｡
さらに ｢対人援助職に重要な人間性｣ については､  
年生と 年生で認識に大差がなく､ 選択肢とした 項目
の順位を示せば次のようになる｡ 最も支持された選択肢
は ｢人間としての思いやり､ 優しさがあること｣ で 年















(備考：( )前＝人数､ ( )内＝比率)
本学１年 本学２年
計の差




社会人としての生活力や仕事の熟達                                          △   
専門的な資格の取得                                           △   
専門的な技術 スキル) の習得                                           △   
専門的な知識                                           △   




緊急時の臨機応変な対応能力                                          △   
誠実で安心感を与える人柄                                        
利用者などに対する理解力                                             
専門的な技術活用能力                                            
専門的な知識活用能力 20(25.6) 10(17.9) 30(22.4) 17(41.5) 3(7.3) 20(33.9) 13.7




人間として責任感があること 24(30.8) 14(25.0) 38(28.4) 10(24.4) 4(9.8) 14(23.7) △4.7
人間として思いやり､ 優しさがあること 43(55.1) 31(55.4) 74(55.2) 26(63.4) 8(19.5) 34(57.6) 2.4
人間として気配りができること 13(16.7) 11(19.6) 24(17.9) 8(19.5) 2(11.1) 10(16.9) △1.0
人間として仕事に対する意欲があること 13(16.7) 10(17.9) 23(17.2) 9(22.0) 2(11.1) 11(18.6) 1.4
人間として真摯に相手の話を聞く姿勢 5(6.4) 8(14.3) 13(9.7) 5(12.2) 2(11.1) 7(11.9) 2.2












る｡ また､ こうした学生が今後､ 身につけたいこととし
て､ ｢自己管理｣ ｢権利意識｣ ｢思いやりの心｣｢マナー｣が
上位となる可能性がある｡
 仮説２  入学直後において､ 本学学生の６割が ｢授業





































































































































































前 ２. 概ね半年前 ３. 概ね１年前 ４. 概ね２年前 ５.
３年以上前
設問・入学した学校への志望の順位 ＝１. 第１位 ２. 第２
位 ３. 第３位 ４. すべり止め ５. その他
設問・志望の理由は何か ＝１. 関心のある専門分野のことを
学びたい ２. なんとなく選んだ ３. 学部や専攻にかかわ
らず, この学校に入学したかった ４. 企業などの就職に有
利な学校だ ５. サークルやクラブ活動が充実している ６.
家族や先生にすすめられた ７. その他
設問・どのようなボランティアを経験したことがあるか ＝




２. 関心をもっているほうだ ３. あまり関心がない
４. 関心がない
設問・性格の理解､ 変えたいところ ＝１. とてもある
２. ある ３. あまりない ４. ない
設問・自分自身の好きなところはどこか ＝１. 性格 ２. 考
え方 ３. 人との関わり方 ４. 学習能力 ５. 学習以外の





への思いやり ２. 公共物を大切にする気持ち ３. 駅や街




の仕組み ２. 履修科目の選び方や履修登録の方法 ３. 授
業以外の時間の過ごし方 ４. ノートのとり方や予習・復習
の進め方 ５. 施設設備の場所や利用方法 ６. 友人の数や
交流の機会 ７. 不安はない ８. その他
設問・最も関心のある卒業後の進路はどのような分野か ＝
１. 技術 ２. 医療・保健衛生・社会福祉 ３. 事務処理
４. 営業・販売・サービス・保安 ５. 運輸・通信 ６. 製
造技能 ７. 電気・建設 ８. スポーツ・レクリエーション











①～⑪まで各設問共通＝１. とてもよく身につく ２. 身に
つく ３. あまり身につかない ４. 身につかない
設問・最も取得してみたい資格はどのような分野か ＝１. 技
術 ２. 医療・保健衛生・社会福祉・保育 ３. 事務処理
４. 営業・販売・サービス・保安 ５. 運輸・通信 ６. 製
造技能・電気・建設 ７. スポーツ・レクリエーション
８. 美術・音楽関係 ９. 教育   . その他
設問・専門的な職業にとって何が必要だと思うか
１. 専門的な知識 ２. 専門的な倫理観や公共心 ３. 専門
的な技術 (スキル) ４. 社会人としての生活力や仕事の熟達
力 ５. 専門的な資格の取得
設問・対人援助の専門職や対人サービスの仕事にとって, どの
ような ｢人間性｣ が重要か ＝１. 思いやり・優しさがある
２. 気配りができる ３. 仕事に対する意欲がある ４. 責




ような ｢実践性｣ が重要か ＝１. 緊急時の臨機応変な対
応能力 ２. 専門的な知識を活用する能力 ３. 専門的な技
術 (スキル) を活用する能力 ４. 利用者や生徒に対する理




１ 隅谷三喜男 ｢現代の学生と大学｣ 『現在のエスプリ
大学生だめ論をこえて』      ､        ､       







４ 新堀通也 ｢大学生－ダメ論をこえて｣ 『現在のエス
プリ大学生だめ論をこえて』      ､       ､       
５ 濱名 篤 ｢日本における初年次教育の位置づけと効
果｣ リクルート 『カレッジマネジメント』      ､   
   ､       
６ 川廷宗之 ｢社会福祉専門職養成教育における初年時
教育の課題｣ 大妻女子大学 『人間関係学研究』      
        ､       
７ 濱名 篤 ｢日本の学士課程教育における初年次教育
の位置づけと効果－初年次教育・導入教育・リメディ
アル教育・キャリア教育－｣ 日本大学教育学会 『大学
教育学会誌』       ､        ､       
８ 藤田久美 ｢福祉専門職養成課程におけるボランティ
ア教育の位置づけと課題｣ 山口県立大学 『社会福祉学





メディアル教育｣ 湘南短期大学 『紀要』     ､      
  ､       




会 『大学教育学会誌』       ､          ､       
   濱名篤 ｢日本における初年次教育の可能性と課題｣
濱名篤・川嶋太津夫 『初年次教育－歴史・理論・実践
と世界の動向－』 丸善､          ､        
   川廷宗之 『社会福祉教授法』 川島書店､       
   沖 裕貴 ｢立命館大学における  の再定義の課題｣
 社 私立大学情報教育協会 『大学教育と情報』       
       ､      ､       
   長上深雪 ｢学生の力を ｢引き出し｣､ ｢伸ばす｣ 学習・
教育支援～龍谷大学ライティングセンターの取り組み
～｣  社 私立大学情報教育協会 『大学教育と情報』   
          ､       ､       
   藤井は､ 専任教員によるアドバイザー制度につい言
及している｡ 藤井 耐 ｢専任教員によるアドバイザー
制度で 年間を一貫サポート｣ リクルート 『カレッジ
マネジメント』    ､        ､       
   絹川正吉 ｢学士課程教育における初年次教育｣ リク
ルート 『カレッジマネジメント』    ､        ､
      
   藤本元啓 ｢学生から高い評価を得る修学ポートフォ
リオとは｣ リクルート 『カレッジマネジメント』    ､
       ､       
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